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広報

「新成人 決意を新たに」秩父別町成人式　1/7

●タイで秩父別町の観光情報等が発信されます

●認定こども園くるみ 平成29年度入園児募集

●地震に備えましょう

●議会だより

　　秩父別町ホームページ　　http://www.town.chippubetsu.hokkaido.jp
　　町公式フェイスブック　　https://www.facebook.com/chippubetsutown
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広報報ちっぷべつつ

平成成２９年２月月

　

２
人
の
来
町
は
、
タ
イ
の
学
校
と

交
流
を
続
け
る
札
幌
新
陽
高
の
元
校

長
で
、
町
内
在
住
の
種
市
敏
則
さ
ん

が
、
国
際
交
流
を
通
じ
て
町
の
観
光

を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
、
以
前
か
ら

交
流
の
あ
る
パ
リ
チ
ャ
二
さ
ん
に
働

き
か
け
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

来
町
し
た
パ
リ
チ
ャ
ニ
さ
ん
は
バ

ン
コ
ク
で
情
報
誌
の
ラ
イ
タ
ー
と
し

て
勤
務
し
て
い
た
経
験
を
持
ち
、
サ

ナ
シ
ン
さ
ん
は
現
在
、
広
告
ビ
デ
オ
、

ネ
ッ
ト
サ
イ
ト
制
作
な
ど
の
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
人
は
、「
タ
イ
で
は
北
海
道
が
人

気
で
、
函
館
や
小
樽
な
ど
の
観
光
名

所
よ
り
も
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
場
所
を
探
し
て
旅
行
す
る
人
が
多

い
」
と
話
し
、「
秩
父
別
町
の
良
い
所
、

人
の
温
か
さ
、
札
幌
か
ら
の
ア
ク
セ

ス
の
良
さ
、
季
節
ご
と
に
行
わ
れ
る

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
中
心
に
情
報
発
信

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
観
光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト

写
真
な
ど
の
画
像
を
提
供
し
て
協
力

し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や
ユ
ー
チ
ュ
ー

ブ
、
タ
イ
国
内
最
大
級
の
掲
示
板
サ

イ
ト
「
パ
ン
チ
ッ
プ
」
を
利
用
し
て

情
報
発
信
さ
れ
る
予
定
で
す
。

広報ちっぷべつ
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国際交流

　

タ
イ
・
チ
ェ
ン
マ
イ
在
住
の
パ
シ
リ
ー
・
パ
リ
チ
ャ
ニ
さ
ん
と

パ
シ
リ
ー
・
サ
ナ
シ
ン
さ
ん
が
、
タ
イ
で
秩
父
別
町
の
魅
力
・
観

光
情
報
な
ど
を
発
信
す
る
た
め
、
12
月
19
日
か
ら
21
日
ま
で
の
３

日
間
、
町
内
に
滞
在
し
て
取
材
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

タ
イ
で
情
報
発
信
さ
れ
ま
す

秩
父
別
町
の
魅
力
・
観
光
情
報

前列左：パシリー・パリチャニさん　前列右：パシリー・サナシンさん　後列左：種市敏則さん

神薮町長と打合せの様子 （12 月 19 日）

秩父別温泉で浴衣に着替え、日本
文化を体験しました。
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
ぞ
ら

 
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
表
彰
を
受
賞

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
道
内
で
唯
一
】

　

子
育
て
や
子
供
の
健
全
な
育
成
に
向
け
た
活
動
を

続
け
て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
お
ぞ
ら
（
北
垣
威
史
理

事
長
）
が
、
平
成
28
年
度
の
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

「
子
供
と
家
族
・
若
者
応
援
団
表
彰
」
の
子
育
て
・

家
族
支
援
部
門
で
、
全
国
か
ら
16
の
団
体
や
個
人
が

選
ば
れ
、
あ
お
ぞ
ら
は
、
町
指
定
管
理
者
と
し
て
ち
っ

ぷ
っ
子
ふ
れ
あ
い
ス
ク
ー
ル
や
認
定
こ
ど
も
園
く
る

み
の
運
営
を
す
る
な
ど
、
地
域
の
子
育
て
支
援
活
動

が
高
く
評
価
さ
れ
、
道
内
で
は
唯
一
の
表
彰
と
な
り

ま
し
た
。

　

12
月
26
日
、
東
京
で
表
彰
式
に
出
席
し
た
北
垣
理

事
長
は
、
翌
日
、
同
法
人
役
員
と
と
も
に
役
場
を
訪

れ
、
神
薮
町
長
に
受
賞
を
報
告
し
、
北
垣
理
事
長
は

「
受
賞
を
き
っ
か

け
に
『
子
育
て
し

や
す
い
マ
チ
』
と

し
て
広
く
知
っ
て

も
ら
え
れ
ば
」
と

話
し
、
神
薮
町
長

は
「
こ
れ
ま
で
の

取
組
み
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
は
大
変

喜
ば
し
い
こ
と
。

今
後
益
々
の
ご
活

躍
を
期
待
し
ま

す
」
と
激
励
し
ま

し
た
。

　

子
ど
も
屋
内
遊
戯
場
「
キ
ッ
ズ

ス
ク
エ
ア 

ち
っ
く
る
」
の
建
設
工

事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
、
工
事
の

進
ち
ょ
く
率
は
約
９
割
に
な
り
ま

し
た
。
現
在
は
内
装
の
仕
上
げ
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一

部
木
造
平
屋
建
て
約
６
０
０
平
方

メ
ー
ト
ル
で
昨
年
６
月
に
着
工
。

12
月
28
日
に
は
目
玉
と
な
る
大
型

ネ
ッ
ト
遊
具
の
張
り
付
け
が
完
了

し
ま
し
た
。

　

室
内
の
高
さ
約
８
メ
ー
ト
ル
の

上
部
に
２
層
の
大
型
ネ
ッ
ト
を
張

り
め
ぐ
ら
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
「
立

体
的
」
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
に
仕

上
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
に
挑
戦

で
き
る
人
工
壁
も
設
置
し
、
乳
幼

児
が
安
全
に
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
や

親
な
ど
が
く
つ
ろ
げ
る
ス
ペ
ー
ス

も
整
備
さ
れ
ま
す
。

　

工
事
は
３
月
中
旬
に
完
成
し
、

３
月
30
日
に
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
、
３
月
31
日
に
内
覧
会
を
開

催
し
て
、
４
月
１
日
（
土
）、
正
式

に
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

４
月
１
日
（
土
）
オ
ー
プ
ン
に
向
け
、
工
事
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア 

ち
っ
く
る
」
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広報ちっぷべつ

平成２９年２月

　平成 29年 4月 1日から秩父別町認定こども園に入園する児童を募集します。
　認定こども園の利用を希望される方は「支給認定」を受け、「支給認定区分」により認定こども園をご
利用いただくことになります。
　平成 29年度も 3歳未満児の入園児童が多くなる見込みで、こども園の指定管理者（ＮＰＯ法人あお
ぞら）では対策を講じておりますが、慢性的な保育士不足の中、保育士の確保が非常に困難であり、受
入が厳しい状況が続いております。
　そのため、３歳未満児の入園申込みについては、こども園の受入状況及び各世帯の保育の必要性により、

入園の可否を決定させていただくこととなります。（申込順ではありません。条件付きによる入園や途中

退園をいただく場合があります。）

　保護者の就労等に支障を来しかねないことで誠に申し訳ありませんが、状況をご理解いただきお申込
みくださいますようお願い申し上げます。

対　象　者 支給認定区分

　満３歳以上で教育のみを希望される方 １号認定 教育標準時間（原則４時間）

　満３歳以上で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

２号認定

保育標準時間・保育短時間
　満３歳未満で「保育を必要とする事由」に該当し、保育を希望さ
　れる方

３号認定

秩父別町認定こども園くるみ
平成2９年度　入園児募集

◆【支給認定は3区分】

◆【保育必要量「保育標準時間」と「保育短時間」の認定区分】
　保育を必要とする２号認定・３号認定については、保育を必要とする事由やその状況により、「保
育標準時間」と「保育短時間」のいずれかに認定します。

保育標準時間  原則として１日８時間保育   １日最長７時30分から18時までの保育が可能

保育短時間  １日最長８時間までの保育   保育時間　８時30分から16時30分

  平成２9年２月１３日（月）～ 平成２9年２月２７日（月）

支給認定・こども園利用申請受付期間

【申請書類】　役場住民課総合窓口グループまたは認定こども園くるみで配付します。

【定　　員】　１号認定児童（平成29年４月１日現在、３歳から就学前までの児童）　10名
　　　　　　２号・３号認定児童（概ね生後10ヶ月から就学前までの児童）　　　　70名

【提出・お問い合わせ先】　秩父別町役場住民課総合窓口グループ　電話 33-2111
　　　　　　　　　　　　秩父別町認定こども園くるみ　　　　　電話 33-2450

【入園説明会】 　３歳未満児の入園を検討されている方対象の事前説明会を下記により実施いたします。
　　　　　　　　　日　時　　平成29年２月20日（月）18：30～
　　　　　　　　　場　所　　秩父別町認定こども園くるみ



広報ちっぷべつ

平成２９年２月

― 5 ―― 5 ―

保育を必要
とする事由

事    情 保育の必要量

 就労
 （会社勤務・パート）

 子どもの保護者が月 64 時間以上居宅外で仕事をするため、
 子どもの保育ができない場合

 保育標準時間（月120時間以上）
 保育短時間（月64時間以上）

 就労
 （自営業・農業等）

 子どもの保護者が月64時間以上居宅内・外で仕事（自営業）
 をするため、子どもの保育ができない場合

同上

 妊娠・出産

 子どもの保護者が出産前後のため、子どもの保育ができな
 い場合

保育標準時間
（出産後 8週間後の月末まで）

 妊娠出産により退職（就業形態等で育児休業の取扱いがな
 い）した場合で、出産後に復職・就労を予定している場合

保育短時間（原則）
 生まれた子供が１歳を迎える
 前々日まで

 育児休業取得時に、既
 に保育を利用している

 当該育児休業に係る子ども以外が既に保育を利用しており、
 継続利用を希望する場合

保育短時間（原則）
 生まれた子供が１歳を迎える
 年度末まで

 保護者の疾病・障がい
 子どもの保護者が病気、負傷、心身の障がいのため、子ど
 もの保育ができない場合

保育標準時間

 同居親族の介護・看護
 子どもの家庭に介護の必要な人や、長期にわたる病人がお
 り、介護・看護のため、保護者が子どもの保育ができない
 場合

保育標準時間

 災害復旧
 火災や風水害、地震などにより、家屋を失ったり破損した
 ため、復旧の間、子どもの保育ができない場合

保育標準時間

 求職活動
 子どもの保護者が求職活動（起業準備を含む）を行ってい
 るため、子どもの保育ができない場合

保育短時間（原則）
最長 90 日まで

 就学
 子どもの保護者が就学（職業訓練を含む）のため、子ども
 の保育ができない場合

保育標準時間・保育短時間

 虐待・ＤＶ
 児童虐待を行っている、またはおそれがあると認められる
 場合や配偶者からの暴力により、子どもの保育ができない
 場合

保育標準時間

 その他  上記に類する状態として町長が認める場合 保育標準時間・保育短時間

◆【保育を必要とする事由】保護者のいずれもが次のいずれかに該当する必要があります。

◆【保育料】
　保護者が負担する保育料は、保護者の町民税をもとに決定しています。
　保育料は、4月から 8月までは前年度町民税をもとに、9月から 3月までは当年度の町民税をも
とに決定するため、年度途中で保育料が変更になる場合があります。
※秩父別町の保育料は、子育て世代の保護者の保育料負担を軽減するため、国の基準額より約 50％

  から 70％の軽減や同一世帯の入園児 2人目以降無料などの設定をしています。

【認定こども園くるみで実施している各種事業】

【一時保育事業】【一時保育事業】8時 30 分から 16 時 30 分（半日単位も可）
　　次の理由のため一時的に保育が必要になった方が利用できます。利用期間は原則として月 14日以内とし、週

　平均 3日以内です。　

　　・週数回のパートタイム等の就労や保護者の突然の病気、冠婚葬祭などの急な予定が入ったとき

　　・認定こども園への体験入園をしたいとき　・育児疲れなどにより休養を要するとき

【預かり保育事業】【預かり保育事業】
　　一時保育事業と同様の理由により、1 号認定（教育標準時間）児童の保育時間前後、保育が必要になった方

　が利用できます。

【延長保育事業】【延長保育事業】
　　一時保育事業と同様の理由により、2・3号認定（保育短時間）児童の保育時間終了後、保育が必要になった

　方が利用できます。

【地域子育て支援センター事業】【地域子育て支援センター事業】
　　子育てサロン、子育てなんでも相談、あそびの広場、子育て講座など、子育て中の親子が集える場所として、

　週 5日開設しています。
― 5 ―

　３歳未満児の場合には、提出された証明書について事業所への聞き取り等により保育の必要性を確認
し、入園の可否を決定させていただきます。
　また、児童と同居の世帯員（祖父母等）の状況により、利用の優先順位を調整することがあります。
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※１　世帯全員が住民税非課税である方
※２　世帯全員が住民税非課税であり、世帯全員の所得が０円（公的年金収入のみの場合、その受給額
　　　が８０万円以下）、または老齢福祉年金を受給している方

申請される方は、役場住民課住民福祉グループまでお申し出ください。

お　　問　　い　　合　　わ　　せ　　先

北海道後期高齢者医療広域連合
〒 060-0062
札幌市中央区南２条西１４丁目国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

役場住民課住民福祉グループ

   電話　３３－２１１１（内線 44)

　医療と介護の両方を利用している世帯の自己負担を軽減する制度です。

　同じ世帯の被保険者が、１年間に支払った後期高齢者医療制度と介護保険の自己負担額の合計が

限度額を超えたときは、その超えた額が後期高齢者医療制度及び介護保険から支給されます。

　なお、手続きには役場への申請が必要です。

■高額介護合算療養費について

後期高齢者医療制度のお知らせ
～高額介護合算療養費及び医療費通知について～

◆自己負担限度額表 【１年分の自己負担額の計算期間：８月１日～翌年７月 31 日】

■医療費通知を全受診者へ送付します
　これまでは希望者にお送りしていましたが、平成28年９月送付分から全受診者（平成28年１月～６

月に受診された方）にお送りします。なお、発行時期は従来の９月と翌年３月に変更ありません。

 ○ 医療費の推移が一目でわかるため、ご自身の健康状態の把握や健康管理に活用できます。
 ○ インフルエンザ予防や健康診査など、皆様の健康保持・増進に役立つ情報が記載されています。
 ○ 診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

●　後期高齢者医療制度または介護保険の自己負担額のいずれかが０円の場合は対象となりません。
●　支給額が５００円以下の場合は支給されません。

受診年月 診療を受けた医療機関等 診療区分 日数 医療費総額 自己負担額
Ｈ28年１月 ○○病院 医科外来 1 18,000 1,800
Ｈ28年２月 ××薬局 調剤 1 10,000 1,000

合　　　　計 28,000 2,800

※確定申告（医療費控除）の際の
　添付資料としては使用できませ
　ん。
※この通知は皆様の受診状況につ
　いてお知らせするもので請求書
　ではありません。

負担割合 区分 自己負担額の合計の基準額

３割 　現役並み所得者 ６７万円

１割

　一　　　　　般 ５６万円

　住民税非課税世帯
区分Ⅱ（※ 1） ３１万円

区分Ⅰ（※ 2） １９万円

【イメージ図】

◆医療費通知の活用について

広報ちっぷべつ

平成２９年２月
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